
24日には市内各小中学校の修了式を迎え、令和7年度の教育活動もすべて終了となり

ますが、教育支援センター「ゆっくるも」の今年度の活動についても3月末をもって一

旦終了となります。

今年一年間、各学校のご支援・ご協力の下「ゆっくるも」の運営を無事に進めること

ができました。今年度は2学期末からの入級者が殺到しました。年が明けてからの支援

室は毎日とても賑やかでしたが、学校に行けなくなって「ゆっくるも」に通うようにな

った子どもたちの顔が、仲間との関わりを通し

て少しずつ明るくなっているのがわかりまし

た。学校に行けない子どもたちにとって、「ゆ

っくるも」が家でも学校でもない「第三の居場

所」として機能していることを実感します。

また、子どもたちが一日でも早く学校に復帰

できるようになるための取組も進めてきまし

た。登校支援や別室登校の補助も計画的に進め

てきましたが、その際には各校の先生方にたく

さんのご協力をいただきました。緊張した面持

ちで久しぶりの登校を果たした時、やさしく接

してくれる先生方の対応がとても心強かった

です。

令和８年度も、今年度から引き続き入級しようと考えている子ども、新たに入級して

くる子どもがいると思います。今後もその子が所属する学校の先生方と支援目標を共有

しながら取組を進めていきたいと思います。次年度もたくさん学校をお邪魔するとは思

いますが、「ゆっくるも」の取組をご理解いただき、今年度と変わらぬご協力を賜れば

と思います。よろしくお願いいたします。

留萌市教育支援センター「ゆっくるも」在籍児童生徒数

学年 小1 小2 小３ 小４ 小５ 小６ 中1 中2 中3 合計

男 １ 1 １ ２ １ 6

女 1 3 １ ２ ２ ９

計 ０ 1 1 ０ 4 １ １ ４ ３ 1５
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「ゆっくるも」での自由時間。女子が集まって

手芸をしているところです。



令和５年６月に開設した「ゆっくるも」ですが、何もわからないところからスタート

して丸３年が経過しようとしています。今年度は、久しぶりに他の教育支援センターの

視察に行かせていただいたり、逆に他の市から「ゆっくるも」へ視察に来ていただいた

りしました。これらの対応を通じて「ゆっくるも」でのこれまでの取組を俯瞰して見る

機会を得ることができました。

不登校支援で一番大事なのは「安心できる居場所」づくりだと思っています。

例えば「ゆっくるも」でも少人数活動、体験活動、雑談や遊びなどを工夫し、通室し

ている子どもたちに「ここなら来てもいい！」と思える環境づくりを進めてきました。

そのためにも私たち指導員が心掛けてきたことは

「子どもとの信頼関係づくり」

「保護者支援」

「学校との連携」

この３つがうまくいくと子どもの回復はかなり早くなるのではないかと思っています。

とりわけ「学校との連携」については、登校支援の際には各学校において格段の対応を

していただいております。私たちが子どもたちを連れて学校に行った際の各先生方の温

かい対応に心から感謝しております。また、「なかなか学校に来れないけれど、ゆっく

るもでは元気に活動しているのかな？」といつも気にかけて、「ゆっくるも」に連絡し

てくれる先生方もいらっしゃいました。次年度も引き続き学校との連携を基本とした支

援を進めていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

最後に、「保護者支援」の充実についてです。子どもが

学校に行けないということで「ゆっくるも」に相談に来

ていただき、保護者の方がお子さんについていろいろお

話をしてくださいます。「ゆっくるも」に相談に来ること

自体かなり勇気がいるのではないかと思っています。な

かには、「学校に行けないと訴える子どもをつい叱ってし

まって・・・」と、自分の子どもに対する対応を悔いて

いらっしゃる方もいました。自分の子どもが学校に行け

なくなったという現実を前に戸惑ってしまうのは当然の

ことだと思います。次年度は保護者の方々への支援につ

いて、もっと考えていかなければならないと考えています。これまで通り個別の相談は

随時行っていきますが、保護者の方が孤立しないための方策、一人で悩まず気軽に相談

できる体制づくりなども考えていきたいと思っています。それ以外にも「保護者懇談会」

のような保護者同士の交流がもっとできればいいなと思っています。

次年度も度々各学校にお邪魔して、いろいろなお願いをさせていただくかと思います。

引き続きのご指導よろしくお願いいたします。


